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広報　常陸大宮　　　　平成１８年７月号２

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
っ
て
？

　

高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
、
健
康
と
福
祉
の
総
合
的
な
祭
典
で
あ
る

全
国
健
康
福
祉
祭
の
愛
称
で
す
。

　

厚
生
省
創
立　

周
年
を
記
念
し
て
昭
和　

５０

６３

年
に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
高
齢
者
等
の
積
極

的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

世
代
間
、
地
域
間
の
交
流
を
図
る
た
め
の

様
々
な
ふ
れ
あ
い
大
会
と
健
康
づ
く
り
の
催

し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

い
つ
、
ど
こ
で
開
催
す
る
の
？

　

第　

回
と
な
る
記
念
す
べ
き
大
会
を
、
平

２０

成　

年　

月　

日
〜　

日
ま
で
の
４
日
間
に

１９

１１

１０

１３

わ
た
っ
て
、
次
の
４
つ
の
大
会
目
標
を
掲
げ

て
茨
城
県
で
開
催
し
ま
す
。（
交
流
大
会
は
、

各
会
場
地
参
照
）

【
大
会
目
標
】

・
茨
城
の
特
色
が
生
か
さ
れ
た
大
会

・
家
族
愛
と
人
間
味
あ
ふ
れ
る
大
会

・
や
さ
し
さ
と
真
心
の
お
も
て
な
し
に
満
ち

た
人
と
人
を
つ
な
ぐ
親
し
み
や
す
い
大
会

・
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
大
会

常
陸
大
宮
市
で
は
何
を
や
る
の
？

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、
平
成　

年　

月　

日

１９

１１

１１

〜　

日
の
２
日
間
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館

１２
を
会
場
に
、「
な
ぎ
な
た
交
流
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。ま

た
、
大
会
と
併

せ
て
「
健
康
づ

く
り
教
室
」
や

「
も
て
な
し
コ
ー

ナ
ー
」
な
ど
を

予
定
し
て
お
り

ま
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
ス
タ
ー
ト
！

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

常
陸
大
宮
市
実
行
委
員
会
を
設
立

　

６
月　

日
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２

１２

０
０
７
」
へ
向
け
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨

城
２
０
０
７
常
陸
大
宮
市
実
行
委
員
会
（
会

長　

矢
数
浩
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
競
技
団
体
、
社
会
福
祉
団
体
、

商
工
団
体
等
の
代
表
者　

人
で
構
成
さ
れ
、

４０

会
議
で
は
、
常
陸
大
宮
市
を
挙
げ
て
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
第
１
回　

ひ
ょ
う
ご
大
会（
１
９
８
８
年
）

　

テ
ー
マ

　
「
い
の
ち
輝
く　

長
寿
社
会
」

　

延
べ
参
加
人
数　

８
万
人

●
第
２
回　

お
お
い
た
大
会

　

テ
ー
マ「
健
や
か
人
生　

き
ら
め
く
生
命
」

●
第
３
回　

び
わ
こ
大
会　

　

テ
ー
マ「
輝
く
長
寿　

あ
な
た
と
と
も
に
」

●
第
４
回　

い
わ
て
大
会　

　

テ
ー
マ
「
さ
さ
え
る
長
寿　

あ
な
た
が
主
役
」

●
第
５
回　

や
ま
な
し
大
会（
１
９
９
２
年
）

　

テ
ー
マ　
「
健
や
か
に　

伸
び
や
か
に

 

晴
れ
や
か
に
」

　

延
べ
参
加
人
数　
　

万
人　
　

３０

●
第
６
回　

京
都
大
会　

　

テ
ー
マ
「
健
康　

ふ
れ
あ
い　

 

い
き
い
き
長
寿
」

●
第
７
回　

か
が
わ
大
会　

　

テ
ー
マ
「
健
康
発　

長
寿
行　

 

オ
リ
ー
ブ
色
の
風
に
乗
り
」

●
第
８
回　

島
根
大
会　

　

テ
ー
マ
「
ひ
ろ
げ
よ
う　

神
話
の
里
か
ら

 

長
寿
の
輪
」

●
第
９
回　

み
や
ざ
き
大
会　

　

テ
ー
マ
「
太
陽
の
国　

ひ
ら
く
長
寿
の

 

夢
ペ
ー
ジ
」

●
第　

回　

山
形
大
会
（
１
９
９
７
年
）　

１０

　

テ
ー
マ
「
す
て
き
に
輝
け

 

ね
ん
り
ん
青
春
」

　

延
べ
参
加
人
数　
　

万
人

５２
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ケンちゃん
フクちゃん

ねんちゃん
りんちゃん

はっぴい
ほっぴい



広報　常陸大宮　　　　平成１８年７月号３

●
第　

回　

愛
知
・
名
古
屋
大
会　

１１

　

テ
ー
マ「
年
の
輪　

人
の
輪　

元
気
の
輪
」

●
第　

回　

ふ
く
い
大
会　

１２

　

テ
ー
マ
「
ね
ん
り
ん
の

 

パ
ワ
ー
を
生
か
す　

新
時
代
」

●
第　

回　

大
阪
大
会　

１３

　

テ
ー
マ
「
な
に
わ
か
ら

 

未
来
に
か
け
る　

長
寿
の
橋
」

●
第　

回　

広
島
大
会　

１４

　

テ
ー
マ
「
あ
な
た
の
笑
顔
に
あ
い
た
い
け
ん
」

●
第　

回　

ふ
く
し
ま
大
会（
２
０
０
２
年
）

１５

　

テ
ー
マ
「
ほ
ん
と
う
の
空
に
輝
け

 

ね
ん
り
ん
の
輪
」

　

延
べ
参
加
人
数　
　

万
人　

５１

●
第　

回　

徳
島
大
会　

１６

　

テ
ー
マ
「
ね
ん
り
ん
の　

渦
よ

 

輪
に
な
れ　

踊
り
出
せ
」

●
第　

回　

群
馬
大
会　

１７

　

テ
ー
マ
「
ぐ
ん
ま
発
の
応
援
歌
」

●
第　

回　

ふ
く
お
か
大
会　

１８

　

テ
ー
マ
「
長
寿
の
話
（
わ
）

 

ひ
ろ
げ
て
人
の
輪　

ア
ジ
ア
の
和
」

●
第　

回　

し
ず
お
か
大
会　

１９

　

テ
ー
マ
「
奏
で
よ
う　

ふ
じ
の
く
に
か
ら

 

健
康
賛
歌
」

�
��
��
�
�
�
�
	

�
�




�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
��
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	�
�
�
�
��

●
第　

回　

か
ご
し
ま
大
会　

２１

　

テ
ー
マ
「
か
ご
し
ま
で

　

元
気
・
ふ
れ
合
い
・

 

ゆ
め
噴
火
」

▲春日市（福岡県）での交流大会開会
式の様子

な
ぎ
な
た
教
室
受
講
生
募
集

　

市
で
は
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
で
開
催

さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
「
な
ぎ
な
た
交
流

大
会
」
へ
の
、
地
元
常
陸
大
宮
市
か
ら
の
選

手
出
場
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
な
ぎ
な
た
に

も
っ
と
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、「
な
ぎ

な
た
教
室
」
を
開
講
し
、
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
資　

格
】

・
市
内
在
住
の
方
で　

歳
以
上
（
昭
和　

年

６０

２３

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
男
女

・
週
１
回
程
度
で
年　

回
以
上
参
加
で
き 

４０

る
方

練　
習　
日　

平
日
の
午
後

講　
　

師　

茨
城
県
な
ぎ
な
た
連
盟
指
導
者

参　
加　
料　

１
、０
０
０
円

 

（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
方
法　
「
介
護
高
齢
課
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
開
催
推
進
室
」
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

�
（　

）１
１
１
１　

内
線
１
７
３

５２

申
込
締
切　

８
月　

日（
金
）午
後
５
時

１８

※
申
し
込
み
者
が
５
人
以
下
の
場
合
に
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
応
募
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。
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キビタン
キャラクター名
公募予定



広報　常陸大宮　　　　平成１８年７月号４

　

市
で
は
、
ス
ズ
メ
蜂
の
巣
の
駆
除
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ズ
メ
蜂
は
、
攻
撃
性
、
威
嚇
性
、
毒

性
が
と
も
に
強
く
、
と
て
も
危
険
で
す
。

し
か
し
、
初
期
の
営
巣
で
あ
れ
ば
容
易
に

駆
除
が
で
き
ま
す
の
で
、
巣
を
発
見
し
た

場
合
は
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
駆
除
の
対
象

　

一
般
住
宅
そ
の
他
、
人
に
被
害
を
与

え
る
危
険
性
が
高
い
場
合
。

◆
駆
除
の
対
象
外

　

農
地
、
山
林
等
で
人
に
被
害
を
与
え

る
恐
れ
の
少
な
い
場
合
。

　

電
話
等
で
市
役
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
状
況
に
よ
り
、
次
の
機
関
で
処
理
し

ま
す
。
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●
巣
に
近
づ
か
な
い
、
つ
つ
い
た
り
し

て
蜂
を
刺
激
し
な
い
。

●
ス
ズ
メ
蜂
は
「
黒
色
」
を
攻
撃
す
る

性
質
が
あ
る
。

●
野
外
活
動
中
に
突
発
的
に
遭
遇
し
た

場
合
は
、
大
声
で
騒
い
だ
り
せ
ず
、

頭
（
黒
色
）
を
隠
し
、
姿
勢
を
低
く

し
て
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
。

●
急
激
な
動
き
に
敏
感
な
の
で
、
蜂
を

手
で
払
っ
た
り
、
タ
オ
ル
な
ど
を
振

り
回
さ
な
い
。

本庁環境課　�５２－１１１１
各総合支所市民課
山　方　�５７－２１２１　　美　和　�５８－２１１１
緒　川　�５６－３９９１　　御前山　�５５－２１１２

駆除受付
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　携帯電話の利用等から、子どもが当事者となるトラブルが多くなっています。
　親子で危険性についてよく話し合い、トラブルに巻き込まれないように注意しましょう。
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◆興味本位で携帯電話で遊ばない
◆覚えのない相手にアクセスしない
◆個人情報は教えない
◆身に覚えのない請求は、
無視する・連絡しない・払わない
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・茨城県消費生活センター
　�０２９－２２５－６４５５
・市役所　商工観光課
　�５２－１１１１（内線２７３）
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※ご連絡を受けても、すぐに（当日）対応できない場合もありますので、早めにご連絡をお願いします。
※受付及び駆除は、平日のみ（土曜・日曜・祝日は除く）になります。
※ミツ蜂やアシナガ蜂については、駆除が容易なため、市では駆除しません。

③消防署②シルバー人材センター
①市役所

（本庁・各総合支所）
駆除機関

①、②では駆除困難な場合
「高所、危険箇所、大スズメ
蜂（地中営巣）等」

中期以上の営巣で防護服の
着用が必要なもの

初期の営巣で比較的容易に
処理できるもの

駆除範囲



広報　常陸大宮　　　　平成１８年７月号５
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　危険物を取り扱う事業所における自主保安体制の確立を
図るため、毎年６月の第２週は「危険物安全週間」となっ
ています。その推進事業として、危険物安全大会が６月９
日、茨城県及び�茨城県危険物安全協会連合会主催により
つくば市で開催されました。
　大会では、危険物の安全管理等に貢献した方々が表彰さ
れ、当協会から次の事業所等が表彰されました。

�全国危険物安全協会理事長表彰
　常陸大宮市危険物安全協会（危険物保安功労）
茨城県生活環境部長表彰
　フジノン水戸株式会社（危険物安全優良事業所）
�茨城県危険物安全協会連合会長表彰
　日野自動車株式会社（安全功労団体）
　若井　義博（安全協会功労役員）
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　６月２２日、茨城県立消防学校において、県内４，３７５人の消防職員から選抜され
た精鋭５０１人のエキスパートなレスキュー隊員が参加し、茨城県消防救助技術
大会が開催されました。
　この大会は、日ごろの訓練成果を披露するとともに、お互いの救助技術を交
換することにより、ますます複雑多様化・大規模広域化する災害現場活動に即
応するための高度な救助技術と強靭な体力、精神力を一層向上させるために実
施するもので、市消防本部から１１人の隊員
が全国大会出場を目標に「はしご登はん」
「ほふく救出」「引揚救助」にエントリーし
ました。
　結果は、惜しくも優秀賞は逸しましたが
「ほふく救出Ｂ」「引揚救助Ａ」において努
力賞を獲得しました。

▲

引
き
上
げ
救
出
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▲

ほ
ふ
く
救
出
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６
月
２
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ゼ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
各
分
野
の
功
労
者
と

し
て
受
章
さ
れ
た　

人
の
方
々
の
栄
誉
を

１２

た
た
え
る
た
め
「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

 

（
発
令
順
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん （
油
河
内　
地
方
自
治
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
賞

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
小
田
野　
教
育
に
功
労
）

◇
瑞
宝
小
綬
章

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
北
塩
子　
教
育
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん

 

（
下
村
田　
電
気
通
信
事
業
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
��
�
�
�
さ
ん 

（
栄
町　
教
育
に
功
労
）

◇
旭
日
双
光
章

�
�
�
�
�
�
さ
ん 
（
小
野　
農
業
振
興
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
諸
沢　
郵
政
に
功
労
）

◇
旭
日
単
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん （
下
檜
沢　
地
方
自
治
に
功
労
）

◇
旭
日
単
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん

 

（
下
伊
勢
畑　
地
方
自
治
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
栄
町　
警
察
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
東
野　
消
防
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん 
（
南
町　
学
校
歯
科
に
功
労
）
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新
し
く
制
定
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
障
害
者
介
護
給
付
費
等
審

査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
村
地
域
に
お
け
る
工
業

等
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
社
会
体
育
施
設
条
例

○
常
陸
大
宮
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

常常
陸
大
宮
市
議
会

陸
大
宮
市
議
会

常常
陸
大
宮
市
議
会

陸
大
宮
市
議
会
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可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
補
正
予
算

１８

○
一
般
会
計
（
第
２
号
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

そ
の
他
の
議
案

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
寺
門　

延
幸
（
下
村
田
）

議
員
提
出
議
案

○
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
八
里
地
域
の
早
急
な
「
携
帯
電
話
通
信

鉄
塔
設
置
」
を
求
め
る
決
議

○
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
に
抗
議
し
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
の
万
全
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

▲農林水産大臣賞を受賞し
た、関さんご夫妻

　６月２日、ＪＡ全農乾椎茸
事業所（埼玉県久喜市）で第
３９回全農乾椎茸品評会が開催
され、緒川地域・油河内の関
博司、幾代さんご夫婦が「こ
うしん中葉中肉」の部におい
て農林水産大臣賞を受賞、ま
た、「こうしん大葉中肉」の部
では、松之草の桑名輝美さん
が林野庁長官賞を、全農会長
賞を油河内の桑名恵子さんが
受賞されました。
　品評会には、茨城県から３５
点が出品となり、関さんと桑
名さんの品質が高く評価され
見事今回の受賞となりました。
　乾椎茸は「日持ちがする」、
「おいしいだしがとれる」だけ
ではなく、食物繊維やビタミ
ンＤなどが豊富な食品とし
て、さまざまな料理に使われ
ており、健康にとても良い食
品として期待されています。
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西
塩
子
回
り
舞
台
保
存
会
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こ
の
た
び
、
西
塩
子
の
回
り
舞
台
保
存

会
が
「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
芸
術
、
文
学
、

伝
統
継
承
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
地
域
社

会
で
の
文
化
活
動
に
携
わ
り
、
地
域
の
文

化
向
上
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
個
人
、
団

体
に
対
し
て
、�
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団

が
贈
る
も
の
で
、
全
国
の
地
方
新
聞
社
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
推
薦
し
た　

を
越
す
個
人
・
団

３０

体
か
ら
選
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
秋
、
３
年
ぶ
り
の
舞
台
組
立
て
と
公

演
を
予
定
し
て
い
る
西
塩
子
地
区
で
す

が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
で
、

将
来
の
舞
台
組
立
て
を
危
ぶ
む
声
も
聞
か

れ
ま
す
。
そ
ん
な
保
存
会
を
、
舞
台
組
立

て
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
発
信
や
、
衣
裳
づ
く
り
、
役
者
ま

で
、
自
分
の
得
意
分
野
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
応
援
団
」
も
募
集
中
で
す
。

（
詳
し
く
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館

�
（　

）１
４
５
０
へ
※
月
曜
休
館
）

５２

　

平
成
の
大
幕
も
披
露
さ
れ
る
今
年
の
舞

台
。
こ
の
受
賞
が
、
幸
先
良
い
、
う
れ
し

い
追
い
風
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。▲平成１５年の組み立

ての様子
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市
選
挙
管
理
委
員
会
の
萩
野
谷
則
義
さ

ん（
石
沢
）が
、
全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員

会
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
選
挙
管
理
委
員
長
と
し
て
永

年
に
わ
た
り
公
正
・
適
正
な
選
挙
管
理
執

行
を
行
う
な
ど
、
そ
の
功
労
が
評
価
さ
れ

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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６
月
４
日
、
大
宮
地
域
の
環
境
美
化
運

動
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
５
、５
０
０
人
以
上
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、
国
道
・
県
道
・

市
道
沿
い
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
可
燃
ご
み

１
、９
２
０�
・
空
カ
ン
６
９
０�
・
空
ビ

ン
４
６
０�
・
粗
大
ご
み
５
９
０�
合
計

３
、６
６
０�
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　６月１１日、６月の環境月間にあわ
せ、平山愛護会（平山地区内３５世帯全
戸が加入）の皆さんにより、盛金地内
の久慈川に架かる平山橋周辺の土手の
清掃活動が行われました。
　橋周辺の手入れは、市及び県により
整備された平山橋付近の環境美化を図
るため年６回計画され、２回目となる
今回は清掃活動にあわせ、コスモスの
苗が植えられました。植えられた苗
は、日本花き審査会１等受章の品種や
白、赤、ピンクと色鮮やかに咲き続け
る品種もあり、秋になり平山地区を訪
れる人々は、清流久慈川の流れと風に
そよぐコスモスを眺め、心安らぐこと
でしょう。
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５
月　

日
、
恒
例
の
嶐
郷
小
学
校
ク

２５

リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
、
地
域
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
勤
労

と
奉
仕
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
。
自
分

た
ち
の
手
で
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
心
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

学
年
ご
と
に
分
か
れ
１
時
間
ほ
ど
学
校

周
辺
の
ご
み
や
空
カ
ン
を
回
収
し
た
結

果
、
可
燃
ご
み
３
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１

袋
、
空
カ
ン
に
つ
い
て
は
コ
ン
テ
ナ
１
箱

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
よ
り
、
周
辺
道
路
も
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
き
れ
い
な
常
陸
大
宮

市
の
自
然
を
守
る
た
め
、
児
童
に
な
ら
い

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

����������
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

�
フ
ォ
ル
タ
ー
ズ
（
Ｐ
）
の
皆
さ
ん

　

６
月　

日
、
西
部
総
合
公
園
体

１１

育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
市
内

か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

２４

優　

勝　

フ
ォ
ル
タ
ー
ズ
（
Ｐ
）

準
優
勝　

美
和
ユ
ニ
ー
ク
ス

第
３
位　

長
田
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

フ
ォ
ル
タ
ー
ズ
（
Ｓ
）
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市
内
に
は
読
み
聞
か
せ
の
会
が
９
つ
あ

り
、　

人
が
会
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

８６

で
読
み
聞
か
せ
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
実
施
で
き

る
よ
う
連
絡
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
図
書
情
報
館
に
お
い
て
常

３０

陸
大
宮
市
読
み
聞
か
せ
連
絡
会
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
は
、
美
和
か
わ
せ

み
の
会
の
河
西
京
子
さ
ん
が
就
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

連
絡
会
で
は
、
各
会
員
の
情
報
交
換
や

研
修
等
を
行
い
な
が
ら
、
今
後
も
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
へ
の
サ

ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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５
月　

日
、
御
前
山
地
域
の
母
子
保
健

２６

推
進
員
協
議
会
（
石
川
登
美
子
会
長　

会

員　

人
）
が
、
東
京
都
の
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

２２
で
開
催
さ
れ
た
全
国
保
健
士
職
能
集
会
に

参
加
し
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
で
は
、「
生
活
習
慣
病
予
防

と
健
康
な
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で

常
陸
大
宮
市
で
は
、
保
健
師
が
地
域
主
導

で
生
活
習
慣
病
予
防
運
動
と
し
て
実
施
し

て
い
る
寸
劇
に
つ
い
て
活
動
報
告
を
行

い
、
母
子
保
健
推
進
員　

人
が
、
寸
劇『
お

１８

帰
り
な
さ
い　

フ
ク
お
ば
あ
さ
ん
』
を
演

じ
ま
し
た
。

　

劇
は
、
高
血
圧
予
防
が
テ
ー
マ
で
、
脳

梗
塞
で
倒
れ
た
フ
ク
お
ば
あ
さ
ん
が
退
院

し
た
後
、
再
び
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
家

族
や
友
達
、
保
健
師
が
支
え
る
と
い
う
内

容
。
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
各
小
学
校
を
訪
ね
、
普

及
・
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
で
、
健
康

増
進
や
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																
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　　山方保育所では、５月27日、パークアルカディアケ
ビン村において「親子で探索ケビン村ウォークラリー」
を開催しました。
　当日は、心配された雨にも降られず、親子、小学生の
お兄さんお姉さんも一緒に家族で集合。お散歩マップを
片手に、広いケビン村に散っていきました。坂道を登っ
たり、下ったり、ながーい滑り台をすべったら、おしり
がムズムズ…。やっと見つけたチェックポイントでクイ
ズに答えて大当たり！ご褒美に舌鼓をうちながら、４つ
のチェクポイントを制覇してゴールイン。やったねー。
　管理棟の芝生に集まり、サンドイッチと牛乳のおやつ
をいただきながら、会話が弾みました。参加した保護者
の方から「こんなにいろいろな所があるなんて知りませ
んでした」「疲れたけれど、良い運動になりました」「親の
方が夢中になり、とて
も楽しかった」などの
感想が聞かれました。
　新緑を満喫しなが
ら、親子や地域の人と
のつながりが深められ
たひと時でした。

☆順不同・敬称略

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

（
主
催　

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）

第２回
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●
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●

●

●

●

優　勝　桜台インパルス
準優勝　上村田ソフトクラブ
第３位　舟生ソフトボールクラブ
　　　　盛和

　

５
月　

日
・
６
月
４
日
、
西
部
総
合
公
園
グ

２１

ラ
ン
ド
他
４
会
場
で
開
催
さ
れ
、
市
内
各
地

か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
白
熱

４５

し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



（
主
催　

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）

第３回
　

５
月　

日
、
市
内
か
ら
９
チ
ー
ム
が
参
加

２８

し
、
美
和
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
混
合
】

優　

勝　

ユ
ニ
ー
ク
ス
Ａ

準
優
勝　

ユ
ニ
ー
ク
ス
Ｂ

第
３
位　

ユ
ニ
ー
ク
ス
Ｃ

【
一
般
女
子
】

優　

勝　

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
Ａ

準
優
勝　

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
Ｂ

第
３
位　

Ｋ
Ⅰ
ク
ラ
ブ

�
�
�
�
�
�
�
�
	



（
主
催　

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
）

第３回

　

６
月
４
日
、
御
前
山
総
合
運
動
公
園
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

市
内
か
ら　

組
が
参
加
し
ま
し
た
。

２１

【
初
心
者
ダ
ブ
ル
ス
】

優　

勝　

平
塚　

善
幸
、
和
田　

将
史

準
優
勝　

中
村　
　

覚
、
小
林　

恵
美

第
３
位　

中
村　
　

誉
、
中
村　

樹
里

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

（
主
催　

大
宮
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
）

第７回

佐
藤　
　

航
（
緒
川
・
小
学
５
〜
６
年
男
子
）

大
貫　

吉
宏
（
緒
川
・
小
学
５
〜
６
年
男
子
）

吉
野　

凪
沙
（
緒
川
・
小
学
５
〜
６
年
女
子
）

小
野　

祐
司
（
緒
川
・
中
学
１
年
男
子
）

緒
川
支
部
Ｂ
（
小
学
生
団
体
）

【
形
の
部
】

準
優
勝

石
崎　

勇
真
（
緒
川
・
小
学
１
〜
２
年
）

上
久
保
成
人
（
緒
川
・
高
校
男
子
）

緒
川
支
部
Ａ
（
小
学
生
団
体
）

第
３
位

小
森　

聖
奈
（
大
宮
・
小
学
１
〜
２
年
）

大
森　

樹
里
（
美
和
・
小
学
３
〜
４
年
）

鈴
木　

睦
子
（
美
和
・
小
学
５
〜
６
年
）

　

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
は
、

小
学
生
の
体
力
向
上
と
、
低
学
年
層
か
ら
の

正
し
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
技
術
の
習
得
を
め
ざ

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
６
月
４
日

に
、
そ
の
県
央
地
区
予
選
が
笠
間
市
立
友
部

小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
選
に
は　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、市
内
か
ら

２５

３
チ
ー
ム
が
県
大
会
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

準
優
勝　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

大
宮
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

第
５
位　

Ｊ
・
ド
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

＊
第
５
位
ま
で
が
県
大
会
進
出

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

（
主
催　

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、
日
本
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
、
読
売
新
聞
社
）

第２６回

▲小瀬スポーツ少年団の皆さん

▲優勝した桜台インパルスの皆さん
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

優　

勝　

鈴
木　

道
隆
、
宇
都
木
勇
一

準
優
勝　

菊
池　

紀
幸
、
堀　
　

昭
則

第
３
位　

益
子　
　

泰
、
小
口　

弘
子

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

優　

勝　

佐
々
木
桂
子
、
野
上　

由
香

準
優
勝　

江
原　

玲
子
、
高
倉　

加
奈

第
３
位　

小
山　

正
美
、
君
嶋　

友
江

　

５
月　

日
、
緒
川
中
学
校
体
育
館
に
お
い

２１

て
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら
２
１
２
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

市
内
出
場
者
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
組
手
の
部
】

優　

勝
堀
江　

統
偉
（
緒
川
・
小
学
１
〜
２
年
）

小
林　

愛
永
（
大
宮
・
小
学
３
〜
４
年
女
子
）

木
村　

大
介
（
緒
川
・
小
学
５
〜
６
年
男
子
）

緒
川
支
部
Ａ
（
小
学
生
団
体
）

準
優
勝

佐
藤　

憲
信
（
緒
川
・
小
学
１
〜
２
年
）

上
久
保　

亮
（
緒
川
・
小
学
５
〜
６
年
男
子
）

関　
　

紅
音
（
緒
川
・
小
学
５
〜
６
年
女
子
）

小
林　

将
也
（
大
宮
・
中
学
１
年
男
子
）

第
３
位

石
崎　

勇
真
（
緒
川
・
小
学
１
〜
２
年
）

金
田　

大
和
（
緒
川
・
小
学
３
〜
４
年
男
子
）

小
林　

千
晃
（
美
和
・
小
学
３
〜
４
年
女
子
）

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

第１３回

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



広報　常陸大宮　　　　平成１８年７月号１０

� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������										

�
�
�
�
�
�
�
�	








� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������										

�
�
�
�
�
�
�
�	








�
�
�
�
�
�
�
�
	
�



　

市
西
部
の
山
間
部
に
あ
る
小
学
校
で
す
。

学
校
周
辺
は
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
学
習
や

運
動
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
と
て
も
よ
い

環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

広
い
学
区
の
た
め
、
徒
歩
で
の
通
学
は

困
難
で
す
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
も
運
行
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ

る
登
下
校
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
校
児
童　

人
の
う
ち
、　

人
が
ス

７９

６２

ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
小
舟
方
面
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
は
、

全
員
が
乗
り
き
れ
な
い
状
況
で
す
。
そ
の

た
め
、
５
・
６
年
生
の
児
童　

人
は
、
自

１１

転
車
通
学
を
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
通
学

を
し
て
い
る
小
学
校
は
、
市
内
で
は
本
校

だ
け
か
と
思
い
ま
す
。
安
全
に
注
意
し
な

が
ら
元
気
に
通
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

児童数：79人
（油河内24番地  �56－2104）

�
�
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�
�
�
�
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目指す子ども像
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本
年
度
、
市
教
育
委
員
会
の
「
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

今
、
八
里
小
で
は
、
確
か
な
読
み
の
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
、
全
校
を
あ
げ
て
国
語
科
に
力
を
入

れ
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
は
、
市
教
育

研
究
会
指
定
に
よ
る
国
語
科
の
発
表
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
朝
の
読
書
に
熱
心
に
取
り
組

ん
だ
り
、
音
読
の
練
習
を
一
生
懸
命
に
行
っ
て
い

ま
す
。
先
生
方
も
、
子
ど
も
た
ち
の
読
み
の
力
が

高
ま
る
よ
う
に
指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
、
毎
日

の
授
業
や
校
内
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

八
里
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
み
ん
な
仲
良
し
で

す
。
仲
良
し
の
訳
は
、
縦
割
り
班
の
活
動
や
縦
割

り
班
を
活
用
し
て

の
集
会
活
動
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

縦
割
り
班
の
活

動
は
、
こ
い
の
ぼ

り
集
会
や
お
花
見

給
食
な
ど
数
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
の

学
年
を
超
え
た
つ

な
が
り
が
「
や
さ

と
の
子
」
を
豊
か

に
育
て
て
い
る
の

で
す
。

　

学
区
内
に
は
油
河
内
川
が
流
れ
、
沢
ガ

ニ
を
捕
る
こ
と
も
で
き
る
自
然
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
、

の
び
の
び
と
元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

八
里
地
区
は
、
そ
の
名
の
通
り
八
つ
の

里（
大
岩
・
小
舟
・
油
河
内
・
千
田
・
入
本
郷
・

吉
丸
・
松
之
草
・
小
瀬
沢
）
が
ま
と
ま
っ

て
で
き
た
地
区
で
す
。
そ
の
た
め
、
と
て

も
広
い
学
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
、
子
ど

も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
、
本
校
で
は
、
次
の
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

�
イ
ノ
シ
シ
除
け
を
し
て
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培

�
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培

�
ソ
バ
の
栽
培

�
地
域
の
方
と
の
交
流

　

栽
培
活
動
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
種
子

蒔
き
や
植
え
付
け
、
収
穫
か
ら
調
理
ま
で

を
生
活
科
や
総
合
学
習
の
中
で
学
び
、
体

験
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
と
の
交
流
で
は
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
伝
統
的
な
遊
び
を
ふ
れ
あ

い
の
中
で
学
ん
で
い
き
、
地
域
を
活
性
化

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
は
、

2
0
0
3
年　

月
1
日
か
ら
、
関
東
・
近

12

畿
・
中
京
の
一
部
に
お
い
て
、
地
上
波
の

U
H
F
帯
を
使
用
し
て
開
始
さ
れ
た
デ
ジ

タ
ル
放
送
で
す
。

　
「
地
デ
ジ
」
で
は
、
高
画
質
・
高
音
質
番

組
に
加
え
て
、双
方
向
番
組
、高
齢
者
や
障

害
者
に
や
さ
し
い
福
祉
番
組
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
密
着
し

た
放
送
で
、
視
聴
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

番
組
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

地
デ
ジ
は
、
2
0
0
6
年
末
ま
で
に

は
、
全
て
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
に
て
開

始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
放

送
さ
れ
て
い
る
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、

こ
の
移
行
に
伴
い
、
2
0
1
1
年
7
月　

日
24

ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
に

は
、
次
の
3
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に

買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る

　

詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
受
信
相
談
】

　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

　

放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　
�
0
5
7
0
（　

）
0
1
0
1

07

【
視
聴
エ
リ
ア
】

　
（
社
）地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

U
R
L
http://w

w
w
.d
-pa.o

rg
/

辰
ノ
口
親
水
公
園
（
辰
ノ
口
１
３
３
９
〜
２
）

　

辰
ノ
口
堰
に
作
ら
れ
、
久
慈
川
の
清
流

と
周
辺
の
豊
か
な
自
然
を
身
近
に
体
験
で

き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

公
園
の
施
設
に
は
、
久
慈
川
に
生
息
す

る
魚
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
さ
け

展
示
館
」、
辰
ノ
口
堰
に
ま
つ
わ
る
資
料

や
伝
統
漁
法
の
漁
具
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
「
ふ
る
さ
と
館
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
園
内
に
は
、
ト
リ
ム
広
場
や
Ｂ

Ｍ
Ｘ
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
あ
じ
さ
い
園
、
桜

づ
つ
み
や
展
望
台
な
ど
、
四
季
折
々
の
自

然
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
施

設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
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市
内
に
は
、
久
慈
川
と
那
珂

川
と
い
う
２
大
河
川
が
流
れ
、

昔
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
に
な

じ
み
深
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
水
辺
の
生

き
物
に
ち
な
ん
だ
施
設
の
い

く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
ご
家

族
で
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

�
さ
け
展
示
館

山
方
養
殖
施
設

（
久
隆
１
０
７
３
）

　

山
方
久
隆
地
区
に
あ
る
、
イ

ワ
ナ
と
ヤ
マ
メ
の
養
殖
場
で

す
。
こ
の
施
設
は
、

河
川
や
湖
沼
な
ど
で

行
う
漁
業
及
び
養
殖

業（
内
水
面
漁
業
）の

振
興
の
た
め
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
体
調

３
セ
ン
チ
ほ
ど
の
稚

魚
が
清
ら
か
な
流
れ

に
育
ま
れ
、　

〜　
１５

２０

セ
ン
チ
も
の
大
き
さ

に
成
長
し
ま
す
。
ま

た
、
養
殖
魚
の
販
売
も
行
っ
て

お
り
、
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
訪

れ
る
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

●営業時間（ふるさと館・さけ展示館）
　午前９時～午後５時
●休館日　毎週月曜日
●入館料　無料　�５２－１５８３

�５７－９５５０（山方養殖施設）
�５７－６８１１（山方総合支所経済課）
＊施設をご覧になりたい方は、一度
お問い合わせください

山
方
淡
水
魚
館（

山
方
５
３
５
）

　

久
慈
川
水
系
に
す
む
魚
を
中

心
に
、外
来
魚
・
珍
し
い
魚
な
ど

を
集
め
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
上
流
か
ら
下
流

に
か
け
て
の
様
子
を
ミ
ニ
チ
ュ

ア
化
し
た
大
型
水
槽
や
、
直
接

魚
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

タ
ッ
チ
水
槽
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
に
は
流
れ
る
池
が

あ
り
、
自
然
の
水
辺
の
雰
囲
気

が
味
わ
え
ま
す
。

●営業時間
午前９時～午後４時
●休館日　毎週月曜日
●入館料
高校生以上　１５０円
小・中学生　　７０円
　＊６歳未満無料
　�５７－６６８１
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６
月
１
日
、
鮎
つ
り
の
解

禁
を
迎
え
、
今
年
も
市
内
の

久
慈
川
、
那
珂
川
で
は
こ
の

日
を
待
ち
わ
び
た
太
公
望
達

が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
初
日
の
鈞
果
に
つ

い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
昨
年

よ
り
良
く
な
い
か
も
し
れ
な

い
」、「
１
日
粘
っ
て
頑
張
り

た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年７月号１２

　

山
方
地
域
の 
盛  
金 
地
区 
桧  
沢  
口 
で
は
、
わ

も
り 
が
ね 

ひ 
さ
わ 
ぐ
ち

ら
人
形
を
作
っ
て
虫
送
り
を
す
る
「
オ
カ
シ

マ
サ
マ
」
と
い
う
行
事
が
今
で
も
続
い
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
��
�
��	

　

旧
暦
七
月
十
日
に
は
「
オ
カ
シ
マ
サ
マ
」

と
呼
ば
れ
る
わ
ら
人
形
を
作
り
、
豊
作
を
願

う
行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
場
所
に

よ
っ
て
は
「 
大  
助 
人
形
」、「
ニ
ン
ギ
ョ
ウ
サ

お
お 
す
け

マ
」
な
ど
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
鹿

島
神
宮
の
神
が
東
北
征
伐
に
行
く
際
に
従
っ

た
兵
士
で
あ
る
と
か
、
稲
に
つ
く
害
虫
を
送

り
出
す
「
虫
送
り
」
の
習
俗
で
あ
る
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
カ
シ
マ
サ
マ
と
は
、
等
身
大
の
わ
ら
人

形
の
こ
と
で
、
そ
の
年
収
穫
し
た
小
麦
わ
ら

で
作
り
ま
す
。
半
紙
で
い
か
め
し
い
顔
を
書

い
た
も
の
を
貼
り
つ
け
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

葉
を
衣
と
し
、
刀
に
見
立
て
た
篠
に 
鍔 
と
し

つ
ば

て
茄
子
の
輪
切
り
を
つ
け
た
も
の
、 
兵 

ひ
ょ
う 

糧 
と
し

ろ
う

て
小
麦
ま
ん
じ
ゅ
う
や
だ
ん
ご
を
持
た
せ
ま

し
た
。

　

盛
金
地
区
の
桧
沢
口
中
組
で
は
、
昔
か
ら

断
絶
す
る
こ
と
な
く
こ
の
行
事
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
月
遅
れ
の
八
月
十
日

に
オ
カ
シ
マ
サ
マ
と
だ
ん
ご
を
各
家
で
作
り

ま
す
。
現
在
は
六
十
代
以
上
の
方
が
作
っ
た

り
、
そ
の
孫
の
世
代
と
一
緒
に
作
る
こ
と
が

多
い
そ
う
で
す
。

　

桧
沢
口
で
は
オ
カ
シ
マ
サ
マ
を
作
る
た
め

に
今
で
も
小
麦
を
作
っ
て
い
ま
す
。
出
来
上

が
っ
た
オ
カ
シ
マ
サ
マ
と
わ
ら
一
束
を
そ
れ

ぞ
れ
持
ち
寄
り
、
午
後
五
時
く
ら
い
に
田
ん

ぼ
の
土
手
に
集
ま
り
ま
す
。
こ
の
と
き
持
ち

寄
っ
た 
藁 
を
燃
や
し
て 
狼
煙 
を
上
げ
、
周
囲

わ
ら 

の
ろ
し

の
人
々
へ
の
合
図
と
し
ま
す
。
地
域
に
よ
っ

て
は
オ
カ
シ
マ
サ
マ
も
燃
や
し
て
、
燃
え
残

り
を
「
虫
除
け
」
と
し
て
田
畑
に
立
て
る
地

域
も
あ
り
ま
す
が
、
桧
沢
口
で
は
燃
や
さ
ず

に
そ
の
ま
ま
田
の
畔
に
一
年
間
立
て
て
お
き

ま
す
。

　

オ
カ
シ
マ
サ
マ
に
刺
し
て
き
た
だ
ん
ご
は

交
換
し
て
食
べ
ま
す
。
一
串
に
七
個
刺
し
た

も
の
を
二
串
持
っ
て
い
く
習
慣
で
、
各
家
ご

と
に
味
付
け
が
違
う
の
で
そ
れ
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
し
た
。
他
の
地
域
で
は
小
麦
ま
ん

じ
ゅ
う
を
作
る
習
慣
の
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う

で
す
。
だ
ん
ご
を
食
べ
な
が
ら
歓
談
し
、
一

時
間
ほ
ど
で
解
散
と
な
り
ま
す
。
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オ
カ
シ
マ
サ
マ
は
多
く
の
地
域
で
行
な
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
、

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
断
絶
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
復
興
さ
せ
て
い
る

地
区
も
あ
り
、
ま
た
個
人
的
に
行
っ
て
い
る

家
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

盛
金
宿
二
地
区
で
活
動
し
て
い
る
「
ゆ
か

い
な
仲
間
の
会
」
で
は
、
八
月
十
日
前
後
の

日
曜
日
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
十
五
年
ほ
ど

前
に
再
興
し
、
福
祉
施
設
や
子
ど
も
会
と
共

同
で
オ
カ
シ
マ
サ
マ
を
作
り
、
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
す
る
な
ど
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
楽
し
め

る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
舟
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
も
ほ
ぼ
同
じ
日
程
で
、
五
年
ほ
ど
前

か
ら
子
ど
も
会
や
老
人
会
を
含
み
込
ん
だ
行

事
と
し
て
再
興
し
て
い
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
オ
カ
シ
マ
サ
マ
は
、
お
盆

が
終
わ
っ
て
片
付
け
ら
れ
る
ま
で
中
舟
生

駅
、
下
小
川
駅
前
や
郵
便
局
、
公
民
館
な
ど

地
区
の
数
ヶ
所
に
立
て
ら
れ
、
行
き
交
う

人
々
を
見
守
り
ま
す
。
そ
し
て
お
盆
過
ぎ
に

は
オ
カ
シ
マ
サ
マ
を
片
付
け
ま
す
。

　

近
年
、
オ
カ
シ
マ
サ
マ
作
り
に
参
加
す
る

子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
寂
し
い
と
い
う
声
が

地
元
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
り
の
秋
を
迎

え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
行

事
。
参
加
し
て
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。 

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

������

▲桧沢口中組のオカシマサマは背中にだんごを背負っています

▲桧沢口中組の昭和５８年のオカシマサマ
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　梅雨の時期から夏にかけて、特に注意が必要になる
のが食中毒。食中毒を引き起こす「細菌」は、こんな
季節にこっそり家の中で繁殖していきます。なんと、
食中毒の２～３割が家庭で発生しているのです。家庭
内のキッチンで汚染されていた箇所上位５位は、食器
用スポンジ、台ふきん、まな板、冷蔵庫の野菜室の底です。毎日、使った後は掃除して一見き
れいに見えるキッチンですが、意外にもたくさんの雑菌がいるのです。
　ただでさえ、夏は体力が落ち、抵抗力が弱くなってくるとき。しっかり予防策をとりましょう。
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■食中毒予防の三原則

■家庭でできる食中毒予防の６つのポイント
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■生鮮食品は新鮮なものを購入

■表示のあるものは、消費期限

などを確認

■冷蔵・冷凍する食品は、購入

後寄り道せずに冷蔵庫へ
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■冷蔵庫や冷凍庫に詰めすぎな
い。目安は７割

■正しい温度維持。冷蔵庫は
10℃ 以下、冷凍庫は－15℃
 以下

■肉、魚は容器やビニール袋に
入れ、他の食品と触れないよ
うに

�����

■加熱して調理する食品は十分

に加熱する。中心の温度が

75℃ で１分間以上加熱する

■料理を途中でやめて放置する

と、細菌が増殖する

　冷蔵庫にしまい、再び調理す

るときも十分に加熱する
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■食卓につく前に手を洗う

■清潔な手で、清潔な器具を使

い、清潔な食器に盛りつける

■調理前後の食品は室温に長く

放置しない。（例えば、腸管

出血性大腸菌O-157は室温

でも15～20分で２倍に増え

る）
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■台所や調理器具の整理、整頓、清潔、清掃を心がける
■まず手を洗う
■生肉や魚、卵を扱ったら、すぐにまた手を洗う。
途中でおむつ交換や鼻をかんでも手を洗う
■生肉や魚を切った包丁やまな板で、生で食べ
る野菜や果物を切らない
■長時間の解凍は避ける。電子レンジや流水で
速やかに
■繰り返しの冷凍・解凍は、細菌の増殖が起こ
るので避ける
■使用後の台所用具は洗剤、流水でよく洗い、
熱湯をかける

�����

■きれいな器具、皿を使い、小分けして冷蔵庫・
冷凍庫へ
■温め直すときも十分に加熱
■ちょっとでも怪しいと思ったら、食べずに捨てる
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年７月号１４
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10・24日
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�はみんぐばあどの夏休みおはなしウィ�ク
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�工作教室��������
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�美和かわせみの会のおはなし会
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�夏休み子ども映画会
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�ロゼのつどいのおはなし会
������������������	���������

�めばえの会のおはなし会
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�どんどんちっちのおはなし会
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�夜のおはなし会
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�はみんぐばあどのおはなし会
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年７月号１５
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。
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�休日・祝日の当番医　　7/16～8/27
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（83）2021
0285（63）0320

岡崎外科医院（上町）
阿久津クリニック（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町） 

16

（52）3181
0287（83）1166
0285（63）0036

上久保医院（東富町）
金井医院（栃･那須烏山市） 
大兼医院（栃・茂木町）

17

（53）2115
0287（82）2739
0285（63）5131

丹治医院（東富町）
烏山台病院（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町） 

23

（53）2282
0287（88）2136
0285（63）1151

高瀬医院（宇留野）
熊田診療所（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

30

（52）0116
0287（83）2250
0285（64）1122

小泉医院（上町）
近藤クリニック（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

8/6

（53）1111
0287（84）1616
0285（63）2303

志村大宮病院（上町）
佐野医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

13

（52）0547
0287（88）2055
0285（63）0320

岡崎外科医院（上町）
塩谷医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

20

（53）2115
0287（82）3803
0285（63）0036

丹治医院（東富町）
高野医院（栃･那須烏山市） 
大兼医院（栃・茂木町）

27
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※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（６月１日現在・推計常住者）

総人口４７，５１０人（男２３，１４６人、女２４，３６４人）
世帯数１６，１２９世帯

　６月４日、第１回スナッグゴルフ対抗戦茨城Ｂ地区予選会が、
静ヒルズカントリークラブで開催され、小場小学校と上野小学校
が出場しました。
　スナッグゴルフは、小学生（２～４年生）を対象にしたもので、
プラスチック製のヘッドでテニスボールのようなやわらかい球を
打ち、打数の少なさを競うゴルフ入門用の競技です。
　小場小学校と上野小学校は、昨年市内の他の２校とともに、日
本ゴルフツアー機構からスナッグゴルフの寄贈を受け、今回の予
選会に出場したものです。
　予選会には、県内
から７チームの出場
があり、上位５人の
総合点で争われまし
た。その結果、小場
小学校が３位とな
り、全国大会への出
場権を獲得しました。
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上野小学校が全国大会へ上野小学校が全国大会へ
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　６月25日、市役所において「常陸大宮市観光大
使」の審査選考会が行われ、 六  崎  智  美 さんと 樫 村   　

むつ ざき とも み かし むら

 碧 さんの２人が選ばれました。
みどり

　審査選考会では、応募者が持ち時間内で自己ア
ピール。小林七五三男審査委員長（常陸大宮市観光
協会長）以下３人の委員で大使の審査選考を行いま
した。
　六崎智美さんは、「常に笑顔と思いやりを忘れず、
初代大使として誠心誠意努力いたします」と、樫村
碧さんは、「常陸大宮市の素晴らしさを皆さんと共
に勉強したいです」と抱負を述べられました。
　２人の大使は今月中旬に開催されるお祭りを皮切
りに、常陸大宮市の自然や歴史・文化、特産品など
様々な魅力を各種イベントやマスコミを通じ、市内
外へ向けて広くPR活動を行います。 六崎智美さん

（会社員・那珂市）
樫村　碧さん
（学生・岩崎）




